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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第66期中 第67期中 第68期中 第66期 第67期

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
９月30日

自2019年
４月１日
至2019年
９月30日

自2020年
４月１日
至2020年
９月30日

自2018年
４月１日
至2019年
３月31日

自2019年
４月１日
至2020年
３月31日

営業収益 （千円） 1,091,146 1,097,461 834,426 2,193,232 2,135,989

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） 10,300 42,698 △116,872 37,520 11,253

中間（当期）純利益又

は中間純損失(△)
（千円） △7,167 12,862 △119,338 9,787 20,789

持分法を適用した場合

の投資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 6,658 6,658 6,658 6,658 6,658

純資産額 （千円） 1,379,111 1,408,895 1,297,344 1,396,171 1,416,486

総資産額 （千円） 10,549,361 10,541,490 10,461,715 10,348,556 10,463,786

１株当たり純資産額 （円） 207,136 211,609 194,855 209,698 212,749

１株当たり中間（当

期）純利益又は１株当

たり中間純損失（△）

（円） △1,076 1,931 △17,924 1,469 3,122

潜在株式調整後１株当

たり中間（当期）純利

益

（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － －

自己資本比率 （％） 13.0 13.3 12.4 13.4 13.5

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 228,176 178,935 △108,159 359,320 449,778

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △131,194 △52,299 △58,521 △151,721 △73,856

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － － － － －

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 2,483,958 2,721,211 2,803,816 2,594,575 2,970,497

従業員数

（人）

115 111 152 112 107

（外、平均臨時従業員

数）
(107) (111) (65) (108) (110)

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成していないので、中間連結会計期間等にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載していない。

２．営業収益には消費税等を含まない。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載していない。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないので記載していない。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はない。

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はない。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　当社は単一セグメントであるため、事業部門別の従業員数を示すと次のとおりである。

2020年９月30日現在
 

事業部門別 従業員数（人） (外、平均臨時従業員数)

野田コース 71(19)

川間コース 32(17)

梅郷コース 49(29)

合計 152(65)

　（注）１．従業員数は就業人員（嘱託12名含む）であり、臨時従業員（65名）を含まない。

　　　　２．野田コース従業員数には本部17名、野田コース平均臨時従業員数には本部1名が含まれている。

       ３. 野田・梅郷コース契約キャディ44名を同一労働、同一賃金と改め正社員としたため、前期末に比べ従業員

           が増えております。

(2）労働組合の状況

　労働組合との間に特記すべき事項はない。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　　　　 当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等若しくは経営上の目標の達成

　　　 状況を判断するための客観的な指標等に重要な変更はない。

　　　 また、新たに定めた経営方針・経営戦略等若しくは指標等はない。

 

　　（2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　　　　 当中間会計期間において、当社の優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はない。

　　　 また、新たに生じた優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はない。

 

２【事業等のリスク】

　　　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

　　記載した事業等のリスクについて、新たに発生した事項は次の通りである。

 

     新型コロナウイルス感染症

   新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う社会活動の制限や自粛により、プライベートコンペの中止や延期、接待の

   減少等により、来場者及び売上高が減少した。コロナ禍がいつ収束するか不透明な状況であり、長期化した場合、

   当社の業績及び財政状況に影響を及ぼす可能性がある。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績等の概要

　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの概要は次のとおりである。

   ①経営成績等の状況の概要

　当中間会計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染拡大により、社会活動や経済活動に多大な影

響を与えている。当社においてもゲスト来場者が大幅減少し、減収は避けられないことから、設備投資の見直し

及び経費の削減を実行している。

　このような経済状況のもとで、当中間会計期間の来場者数は、三コース合計で49,966名（前年同期比14,752名

減／22.7％減）コース別では、野田コースは、14,887名（前年同期比4,923名減／24.8％減）、梅郷コースは

13,857名（前年同期比3,492名減／20.1％減）川間コースは21,222名（前年同期比6,337名減／22.9％減）となっ

た。

　この結果、当中間会計期間の営業成績は、営業収益8億3,442万円(前年同期比2億6,303万円の減)となり、営業

費用は、人件費、コース管理費、来場者が減少した結果、9億4,913万円(前年同期比1億2,210万円の減)、販売費

及び一般管理費は1億1,309万円(前年同期比707万円の減)、営業外収益では、名義変更登録料の減少により1億

1,136万円(前年同期比2,560万円の減)となり、営業外費用43万円を控除後、経常損失は1億1,687万円（前年同期

は経常利益4,269万円）となった。中間純損失は1億1,933万円（前年同期は中間純利益1,286万円）となった。

 

   ②キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前中間純損失1億1,801万円

（前年同期は3,363万円の税引前中間純利益）の計上、さらに前払費用の増加及び有形固定資産の取得による支

出等による資金減少要因と、減価償却費、前受金の増加並びに入会預り金の増加等の資金増加要因が一部相殺さ

れた結果、当中間会計期間末には28億381万円（前年同期比8,260万円の増）となった。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とこれらの要因は、次のとおりである。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は１億815万円（前年同期は1億7,893万円の獲得）となった。

　これは主に、減価償却費1億451万円の計上、入会預り金の増加3,160万円、前払費用の増加1億9,517万円等に

よるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は5,852万円（前年同期は5,229万円の使用）となった。

　これは主に有形固定資産の取得によるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金はない。
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③生産、受注及び販売の実績

当社業種の性格上生産及び受注については該当事項はない。

　当中間会計期間の営業実績を示すと次のとおりである。

営業実績

区分 金額（千円） 前年同期比（％）

ゴルフ場運営収入 510,078 △28.3

売店売上収入 28,709 △25.6

食堂委託手数料 14,434 △41.2

その他 281,204 △12.8

合計 834,426 △23.9

　（注）１．上記金額には、消費税等を含まない。

２．委託手数料収入は食堂の経営委託によるものである。

３．「その他」は施設管理費収入、カート使用料等である。

４．当中間会計期間の来場者数は下記のとおりである。

当中間会計期間の来場者数

コース名 人数（人） 前年同期比（％）

野田コース 14,887 △24.8

川間コース 21,222 △22.9

梅郷コース 13,857 △20.1

合計 49,966 △22.7

 

（2）財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

  ①当中間会計期間末の財政状態

　　  流動資産は前事業年度末と比べて4,626万円増加し、31億4,827万円となった。これは主に前払費用の増加等に

    よるものである。

　　  固定資産は前事業年度末と比べて4,833万円減少し、73億1,344万円となった。これは主に有形固定資産の減少

    等によるものである。

　　  流動負債は前事業年度末と比べて5,200万円増加し、3億6,258万円となった。これは主に前受金が増加したこと

    によるものである。

　　  固定負債は前事業年度末と比べて6,506万円増加し、88億178万円となった。これは主に入会預り金が増加した

    ことによるものである。

　　  純資産の部は前事業年度末と比べて1億1,914万円減少し、12億9,734万円となった。これは主に中間純損失の計

    上により繰越利益剰余金が減少したことによるものである。

  ②経営者の視点による営業成績の分析

      当中間会計期間においては、来場者数の減少により営業収益は8億3,442万円(前年同期比23.9％減)、営業費用

    は9億4,913万円(前年同期比11.3％減)、販売費及び一般管理費は1億1,309万円(前年同期比5.8％減)により営業

    損失は2億2,779万円(前年同期は営業損失9,393万円)、経常損失は1億1,687万円(前年同期は経常利益4,269万円)

    中間純損失は1億1,933万円(前年同期は中間純利益1,286万円)となった。

  ③資本の財源及び資金の流動性

    ａ．キャッシュ・フロー

      当中間会計期間のキャッシュ・フローの分析については、「経営成績等の概要 (2)キャッシュ・フロー」に

    記載している。

    ｂ．資金需要及び財務政策

      当社の運転資金需要な主なものは、販売費及び一般管理費等の営業費用である。投資を目的とした資金需要は、

    設備投資等によるものである。

      当社では、事業活動に必要な現金を安定的に確保することを基本としている。

      資金調達については、自己資金を基本としている。
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４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

５【研究開発活動】

　該当事項はない。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　　　当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、売却等の計画はない。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000

計 26,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年12月18日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,658 6,658 なし

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式である。当

社は単元株制

度は採用して

いない。

計 6,658 6,658 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　 該当事項はない。

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　 該当事項はない。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

        該当事項はない。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 2020年４月１日～

 2020年９月30日
─ 6,658 ─ 100,000 ─ 853,634
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

東武鉄道株式会社 東京都墨田区押上1-1-2 84 1.26

キッコーマン株式会社 千葉県野田市野田250 48 0.72

三井物産株式会社 東京都千代田区大手町1-2-1 32 0.48

株式会社電通グループ 東京都港区東新橋1-8-1 22 0.33

阪和興業株式会社 大阪府大阪市中央区伏見町4-3-9 20 0.30

株式会社東京建設コンサルタント 東京都豊島区北大塚1-15-6 16 0.24

株式会社日立製作所 東京都千代田区丸の内1-6-6 14 0.21

株式会社ジュン 東京都港区南青山2-2-3 14 0.21

豊商事株式会社 東京都中央区日本橋蛎殻町1-16-12 12 0.18

横山産業株式会社 東京都足立区伊興本町1-12-4 12 0.18

計 ─ 274 4.11

（注）豊商事株式会社は、2020年11月１日に豊トラスティ証券株式会社に商号変更している。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2020年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式（自己株式等） ─ ─ ─

議決権制限株式（その他） ─ ─ ─

完全議決権株式（自己株式等） ─ ─ ─

完全議決権株式（その他） 普通株式6,658 6,658

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 ─ ─ ─

発行済株式総数 6,658 ─ ─

総株主の議決権 ─ 6,658 ─

 

②【自己株式等】

2020年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 ─ ─ ─ ─ ─
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書に記載した事項を除き、前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日

までにおいて、役員の異動はない。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）

に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（自2020年４月１日至2020年９月30

日）の中間財務諸表について、監査法人日本橋事務所により中間監査を受けている。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がないので、中間連結財務諸表を作成していない。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当中間会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,970,497 2,803,816

売掛金 88,209 97,038

たな卸資産 42,142 50,867

前払費用 - 195,171

その他 1,939 2,158

貸倒引当金 △782 △782

流動資産合計 3,102,006 3,148,270

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,200,172 1,170,396

構築物（純額） 875,792 852,491

立木 327,147 325,101

機械及び装置（純額） 97,517 105,443

車両運搬具（純額） 31,029 37,002

工具、器具及び備品（純額） 53,649 47,946

土地 2,508,038 2,508,038

コース 2,255,349 2,255,349

有形固定資産合計 ※１ 7,348,697 ※１ 7,301,770

無形固定資産 6,184 5,241

投資その他の資産 6,896 6,432

固定資産合計 7,361,779 7,313,444

資産合計 10,463,786 10,461,715

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,245 5,993

未払金 55,960 17,414

未払法人税等 9,374 1,320

未払消費税等 35,282 16,054

未払費用 97,224 72,781

前受金 - 138,520

預り金 58,444 62,822

賞与引当金 48,050 47,676

流動負債合計 310,582 362,583

固定負債   

入会預り金 8,569,000 8,609,600

繰延税金負債 205 309

退職給付引当金 146,885 170,077

役員退職慰労引当金 20,625 21,750

長期預り金 - 50

固定負債合計 8,736,716 8,801,786

負債合計 9,047,299 9,164,370
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当中間会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 853,634 853,634

その他資本剰余金 366,060 366,060

資本剰余金合計 1,219,694 1,219,694

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 96,399 △22,939

利益剰余金合計 96,399 △22,939

株主資本合計 1,416,093 1,296,754

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 392 589

評価・換算差額等合計 392 589

純資産合計 1,416,486 1,297,344

負債純資産合計 10,463,786 10,461,715
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当中間会計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業収益 1,097,461 834,426

営業費用 1,071,236 949,135

営業総利益又は営業総損失（△） 26,225 △114,708

販売費及び一般管理費 120,164 113,090

営業損失（△） △93,938 △227,799

営業外収益 ※１ 136,974 ※１ 111,366

営業外費用 336 439

経常利益又は経常損失（△） 42,698 △116,872

特別利益 803 995

特別損失 ※２ 9,862 ※２ 2,141

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） 33,639 △118,018

法人税、住民税及び事業税 20,777 1,320

法人税等合計 20,777 1,320

中間純利益又は中間純損失（△） 12,862 △119,338
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　2019年4月1日　至　2019年9月30日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 

資本準備金
その他資本剰余

金
資本剰余金合

計

その他利益剰余
金

利益剰余金合
計

 
繰越利益剰余

金

当期首残高 100,000 853,634 366,060 1,219,694 75,610 75,610 1,395,304

当中間期変動額        

中間純利益     12,862 12,862 12,862

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

       

当中間期変動額合計 － － － － 12,862 12,862 12,862

当中間期末残高 100,000 853,634 366,060 1,219,694 88,472 88,472 1,408,166

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差
額等合計

当期首残高 867 867 1,396,171

当中間期変動額    

中間純利益   12,862

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

△138 △138 △138

当中間期変動額合計 △138 △138 12,724

当中間期末残高 729 729 1,408,895
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当中間会計期間（自　2020年4月1日　至　2020年9月30日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 

資本準備金
その他資本剰余

金
資本剰余金合

計

その他利益剰余
金

利益剰余金合
計

 
繰越利益剰余

金

当期首残高 100,000 853,634 366,060 1,219,694 96,399 96,399 1,416,093

当中間期変動額        

中間純損失（△）     △119,338 △119,338 △119,338

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

       

当中間期変動額合計 - - - - △119,338 △119,338 △119,338

当中間期末残高 100,000 853,634 366,060 1,219,694 △22,939 △22,939 1,296,754

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差
額等合計

当期首残高 392 392 1,416,486

当中間期変動額    

中間純損失（△）   △119,338

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

196 196 196

当中間期変動額合計 196 196 △119,141

当中間期末残高 589 589 1,297,344
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当中間会計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） 33,639 △118,018

減価償却費 109,606 104,518

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,373 △374

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,609 23,191

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,000 1,125

受取利息及び受取配当金 △83 △89

有形固定資産売却損益（△は益） － △995

固定資産除却損 8,455 2,141

売上債権の増減額（△は増加） 95,484 △8,829

たな卸資産の増減額（△は増加） △27,219 △8,724

仕入債務の増減額（△は減少） △593 △252

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,927 △19,228

前払費用の増減額（△は増加） △195,111 △195,171

前受金の増減額（△は減少） 125,417 138,390

入会預り金の増加額 31,200 31,600

預り金の増減額（△は減少） △6,735 4,558

その他 3,936 △52,715

小計 190,052 △98,874

利息及び配当金の受取額 83 89

法人税等の支払額 △11,199 △9,374

営業活動によるキャッシュ・フロー 178,935 △108,159

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △51,351 △60,306

有形固定資産の売却による収入 － 995

無形固定資産の取得による支出 △514 －

貸付けによる支出 △1,400 △150

貸付金の回収による収入 966 939

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,299 △58,521

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 126,636 △166,681

現金及び現金同等物の期首残高 2,594,575 2,970,497

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,721,211 2,803,816
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　中間決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は、

総平均法により算定）

時価のないもの

総平均法による原価法

(2）たな卸資産

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産(リース資産を除く)

　定額法

　なお、主な耐用年数は以下のとおりである。

建物　　　　　　７年～50年

構築物　　　　　３年～60年

(2）無形固定資産(リース資産を除く)

定額法

(3）長期前払費用

均等償却

 

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　　債権の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討して必要額を計上している。

(2）賞与引当金

　従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上している。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間会

計期間末において発生していると認められる額を計上している。

(4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく中間期末要支給額を計上している。

 

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっている。

 

５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。
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（中間貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（2020年３月31日）

当中間会計期間
（2020年９月30日）

5,562,259千円 5,657,241千円

 

（中間損益計算書関係）

※１　営業外収益の主要項目

 
前中間会計期間

（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当中間会計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

受取利息 36千円 37千円

名義変更登録料 126,375 102,000

 

※２　特別損失の主要項目

 
前中間会計期間

（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当中間会計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

固定資産除却損   

建物 44千円 95千円

機械 1,286 －

立木 4,889 2,046

その他 79 －

災害損失 3,563 －

 

　３　減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当中間会計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

有形固定資産 106,894千円 103,574千円

無形固定資産 1,470 529
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

 発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数(株)

当中間会計期間増
加株式数(株)

当中間会計期間減
少株式数(株)

当中間会計期間末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式 6,658 － － 6,658

合計 6,658 － － 6,658

 

当中間会計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

 発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数(株)

当中間会計期間増
加株式数(株)

当中間会計期間減
少株式数(株)

当中間会計期間末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式 6,658 － － 6,658

合計 6,658 － － 6,658

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前中間会計期間

（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当中間会計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 2,721,211千円 2,803,816千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ―　千円 ―　千円

現金及び現金同等物 2,721,211千円 2,803,816千円
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（金融商品関係）

前事業年度末（2020年３月31日）

金融商品の時価等に関する事項

　2020年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりである。なお、時

価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれていない（（注）２．参照）。

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 2,907,497 2,970,497 ―

(2）売掛金 88,209 88,209 ―

(3）投資有価証券 3,262 3,262 ―

　資産計 3,061,969 3,061,969 ―

(1）買掛金 6,245 6,245 ―

(2）未払金 55,960 55,960 ―

(3）未払費用 97,224 97,224 ―

(4) 預り金 58,444 58,444 ―

　負債計 217,875 217,875 ―

 

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(2）売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってい

る。

(3）投資有価証券

　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっている。

負　債

(1)買掛金、(2)未払金、(3)未払費用、（4）預り金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってい

る。

 

（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額（千円）  

非上場株式 950  

入会預り金 8,569,000  

非上場株式については市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を

把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資有価証券」には含まれていない。

入会預り金は、将来キャッシュ・フローの発生時点を合理的に予想することができず、時価を把握すること

が極めて困難と認められる。

 

（注）３. 貸借対照表上、投資有価証券は投資その他の資産に含めて表示している。
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当中間会計期間末（2020年９月30日）

金融商品の時価等に関する事項

　2020年９月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ

る。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれていない（（注）２．参照）。

 
中間貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 2,803,816 2,803,816 ―

(2）売掛金 97,038 97,038 ―

(3）投資有価証券 3,562 3,562 ―

　資産計 2,904,417 2,904,417 ―

(1）買掛金 5,993 5,993 ―

(2）未払金 17,414 17,414 ―

(3）未払費用 72,781 72,781 ―

(4) 預り金 62,822 62,822 ―

　負債計 159,012 159,012 ―

 

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(2）売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってい

る。

(3）投資有価証券

　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっている。

負　債

(1)買掛金、(2)未払金、(3)未払費用、（4）預り金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってい

る。

 

（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 中間貸借対照表計上額（千円）  

非上場株式 950  

入会預り金 8,609,600  

非上場株式については市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を

把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資有価証券」には含まれていない。

入会預り金は、将来キャッシュ・フローの発生時点を合理的に予想することができず、時価を把握すること

が極めて困難と認められる。

 

（注）３. 中間貸借対照表上、投資有価証券は投資その他の資産に含めて表示している。
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（有価証券関係）

　前事業年度末（2020年３月31日）

 
その他有価証券

 種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価
（千円）

差額（千円）

貸借対照表計上額が取得原価
を超えるもの

(1）株式 1,466 540 925

(2）債券    

①　国債・地方
債等

― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3）その他 ― ― ―

小計 1,466 540 925

貸借対照表計上額が取得原価
を超えないもの

(1）株式 1,796 2,122 △326

(2）債券    

①　国債・地方
債等

― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3）その他 ― ― ―

小計 1,796 2,122 △326

合計 3,262 2,663 598

 

　当中間会計期間末（2020年９月30日）

 
その他有価証券

 種類
中間貸借対照表
計上額（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

中間貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

(1）株式 1,794 540 1,254

(2）債券    

①　国債・地方
債等

― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3）その他 ― ― ―

小計 1,794 540 1,254

中間貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

(1）株式 1,767 2,122 △355

(2）債券    

①　国債・地方
債等

― ― ―

②　社債 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

(3）その他 ― ― ―

小計 1,767 2,122 △355

合計 3,562 2,663 899
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はない。

 

（持分法損益等）

　　該当事項はない。

 

（資産除去債務関係）

　　　　　当ゴルフ場土地の一部は、賃貸借契約に基づく原状回復義務を有しているが、ゴルフ場以外の利用が不可能な

　　　　ことから契約解除となる蓋然性が極めて低いため資産除去債務を計上していない。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　Ⅰ　前中間会計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

　　　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

　　　　Ⅱ　当中間会計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

　　　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

【関連情報】

　　　Ⅰ　前中間会計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

　　　　１.　製品及びサービスごとの情報

　　　　　　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の９０％を超えるた

　　　　　め、記載を省略している。

 

　　　　２.　地域ごとの情報

　　　　 （1）売上高

　　　　　　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の９０％を超えるため、地域

　　　　　　ごとの売上高の記載を省略している。

　　　　 （2）有形固定資産

　　　　　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の９０％を超える

　　　　　　ため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略している。

 

　　　　３.　主要な顧客ごとの情報

　　　　　　外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の１０％以上を占める相手先がないため、記載

　　　　　していない。

 

　　　Ⅱ　当中間会計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

　　　　１.　製品及びサービスごとの情報

　　　　　　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の９０％を超えるた

　　　　　め、記載を省略している。

 

　　　　２.　地域ごとの情報

　　　　 （1）売上高

　　　　　　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の９０％を超えるため、地域

　　　　　　ごとの売上高の記載を省略している。

　　　　 （2）有形固定資産

　　　　　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の９０％を超える

　　　　　　ため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略している。

 

　　　　３.　主要な顧客ごとの情報

　　　　　　外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の１０％以上を占める相手先がないため、記載

　　　　　していない。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　　　該当事項はない。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　　　　該当事項はない。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　　　　該当事項はない。
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前中間会計期間

（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当中間会計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失

（△）
1,931円 △17,924円

（算定上の基礎）   

中間純利益又は中間純損失（△）

（千円）
12,862 △119,338

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る中間純利益又は中間純損失(△)

（千円）
12,862 △119,338

普通株式の期中平均株式数（株） 6,658 6,658

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

 

１株当たり純資産額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前事業年度

（2020年３月31日）
当中間会計期間
（2020年９月30日）

１株当たり純資産額 212,749円 194,855円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 1,416,486 1,297,344

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） ― ―

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
1,416,486 1,297,344

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
6,658 6,658

 

（重要な後発事象）

 該当事項はない。

 

（２）【その他】

　該当事項はない。
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第６【提出会社の参考情報】
 

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出している。

有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第67期）（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）2020年６月19日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はない。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2020年12月17日  

株式会社　千葉カントリー倶楽部   

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人日本橋事務所  

 東京都中央区  

 

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 渡邉　均　　　印

 

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 髙橋　秀和　　印

 

中間監査意見
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて
いる株式会社千葉カントリー倶楽部の2020年４月１日から2021年３月31日までの第68期事業年度の中間会計期間（2020年
４月１日から2020年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等
変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
て、株式会社千葉カントリー倶楽部の2020年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（2020年
４月１日から2020年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと
認める。
 
中間監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の
基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成
し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な
情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
中間財務諸表監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者
の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中
間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応す
る中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見表
明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略
され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続
等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
・中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の
実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連す
る内部統制を検討する。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記
事項の妥当性を評価する。
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・経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事
項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に
対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠
に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎と
なる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要
な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場
合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

 　（注）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社
が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていない。
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